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害
復
旧
費
補
助
金
を
７
９
０
５
万

円
追
加

繰
越
金
…
前
年
度
繰
越
金
を

７
億
４
４
３
９
万
円
追
加

市
債
…
土
木
債
の
排
水
路
整
備

事
業
を
２
９
１
０
万
円
、
災
害
復

旧
債
の
現
年
発
生
農
業
用
施
設
災

害
復
旧
費
を
３
９
２
０
万
円
、
現

年
発
生
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧

費
を
５
１
９
０
万
円
そ
れ
ぞ
れ
追
加

主
な
歳
出

財
政
調
整
基
金
等
への
積
立
金
の

追
加
に
よ
り
総
務
基
金
管
理
費
を

６
億
５
９
４
４
万
円
追
加

障
害
者
医
療
費
国
庫
負
担
金
返

還
金
等
の
追
加
に
よ
り
自
立
支
援

医
療
給
付
費
を
１
５
４
０
万
円
追

加
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
国
庫

負
担
金
返
還
金
の
追
加
に
よ
り
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
を
１
０
９
９
万

円
追
加

地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備
等

施
設
整
備
交
付
金
の
追
加
に
よ
り

地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備
推
進

事
業
を
４
６
２
６
万
円
追
加

条
例
の
改
正
や
補
正
予
算
な
ど

の
議
案
、
令
和
５
年
度
決
算
の
認

定
案
な
ど
が
提
出
さ
れ
、
審
査
・

審
議
の
結
果
、
一
部
陳
情
を
除
き
、

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
・
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

Topic1

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

諮
問
第
１
号

適　
　
任

亀か
め
元も
と

美み

代よ

子こ

氏
（
財
部
町
）

現
委
員
で
あ
る
花は
な

房ふ
さ

親ち
か

志し

氏

の
任
期
が
、
令
和
６
年
12
月
31
日

を
も
っ
て
満
了
す
る
こ
と
に
伴
う

も
の
で
、
任
期
は
３
年
間
と
な
り

ま
す
。

Topic2

国
民
健
康
保
険
証
の
廃
止
に
伴
う

条
例
の
一
部
改
正

議
案
第
60
号

賛
成
多
数
可
決

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利

用
等
に
関
す
る
法
律
等
の一部
を
改

正
す
る
法
律
の
公
布
に
よ
って
被
保

険
者
証
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
被
保
険
者
証
を
返
還
し
な
か
っ

た
場
合
の
罰
則
規
定
の
削
除
な
ど
、

関
連
す
る
規
定
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。

曽於市国民健康保険条例　第 11条
旧

　本市は、世帯主が法第９条第１項若しくは第９項の
規定による届出をせず、若しくは虚偽の届出をした場
合又は同条第３項若しくは第４項の規定により被保険
者証の返還を求められてこれに応じない場合は、その
者を 10万円以下の過料に処する。

新
　本市は、世帯主が法第９条第１項若しくは第５項の
規定による届出をせず、又は虚偽の届出をした場合に
おいては、その者に対し、10万円以下の過料に処する。

※保険証廃止後は、マ
イナンバーカードと健
康保険の資格情報を連
携 済 の 方 は マ イ ナ ン
バーカードを保険証と
し て 利 用 で き ま す が、
未連携の場合及びマイ
ナンバーカードを取得
していない場合は、資
格確認書を発行するこ
とになります。

反
対
討
論
（
徳
峰
議
員
）
従
前
の

健
康
保
険
証
の
代
わ
り
に
交
付
さ

れ
る
資
格
確
認
書
が
い
つ
ま
で
使

用
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
、
国
の
方
針
も
ま
だ
固
ま
っ

て
お
ら
ず
、
現
在
の
本
市
の
国
保

利
用
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
利
用
率
も
少
な
く
、
そ
の
ま
ま

進
め
る
と
混
乱
を
生
じ
か
ね
な
い
。

Topic3

令
和
６
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算(

第
３
号)

を
可
決

議
案
第
64
号

全
会
一
致
可
決

11
億
４
５
３
１
万
円
追
加

補
正
後
予
算
総
額

２
８
７
億
９
１
９
２
万
円

主
な
歳
入

国
庫
支
出
金
…
民
生
費
国
庫
負

担
金
の
児
童
手
当
国
庫
負
担
金
を

７
０
６
５
万
円
、
災
害
復
旧
費
国

庫
負
担
金
の
現
年
発
生
公
共
土
木

施
設
災
害
復
旧
事
業
費
負
担
金
を

６
３
３
６
万
円
、
民
生
費
国
庫
補

助
金
の
地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整

備
推
進
交
付
金
を
４
６
２
６
万
円

を
そ
れ
ぞ
れ
追
加

県
支
出
金
…
災
害
復
旧
費
県
補

助
金
の
現
年
発
生
農
業
用
施
設
災

Topics

第３回定例会

令和 6 年
９月２日から

10月４日まで

（33日間）

段
階
で
正
確
な
設
計
書
を
策
定
の

上
で
十
分
に
精
査
す
べ
き
で
あ
る
。

建設中の大隅支所庁舎

【
消
防
団
員
退
職
報
償
金
】

意
見

消
防
団
員
の
確
保
に
つ
い

て
は
、
他
市
町
村
の
事
例
も
参
考

に
し
な
が
ら
消
防
団
活
動
の
負
担

軽
減
も
含
め
て
、
入
り
や
す
い
消

防
団
の
在
り
方
を
研
究
し
て
ほ
し

い
。

【
南
九
州
畜
産
獣
医
学
拠
点
事
業

（
周
辺
整
備
事
業
分
）】

問

ホ
ー
ス
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
整
備
工
事
の
内
容
は
。

答

大
雨
等
に
よ
る
土
砂
流
出
が

想
定
さ
れ
る
勾
配
が
き
つ
い
砂
利

部
分
を
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
す

る
内
容
で
あ
る
。

スクラブでの現地調査 (馬厩舎前 )スクラブでの現地調査
(屋内馬場 )

問

市
民
ニ
ー
ズ
調
査
対
象
地
域

と
事
業
の
方
向
性
は
。

答

区
域
の
近
く
に
商
店
等
が
少

な
い
檍
・
旧
高
岡
小
学
校
区
と
大

隅
北
・
笠
木
小
学
校
区
エ
リ
ア
の

１
８
０
０
世
帯
を
対
象
に
実
施
し
、

調
査
結
果
の
状
況
を
見
た
上
で
、
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児
童
手
当
の
追
加
に
よ
り
児
童

手
当
費
を
６
６
３
１
万
円
追
加

市
道
排
水
路
工
事
等
の
追
加
に
よ

り
排
水
路
整
備
事
業
を
２
９
１
０
万

円
追
加

梅
雨
前
線
豪
雨
等
に
よ
る
災

害
発
生
に
よ
り
現
年
発
生
農
地
・

農
業
用
施
設
災
害
復
旧
費
を

１
億
３
０
７
４
万
円
、
現
年
発
生

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費
を

１
億
１
７
０
９
万
円
追
加

総
務
常
任
委
員
会

（
山
中
雅
人
委
員
長
）

【
繰
越
金
】

問

例
年
と
の
比
較
は
。

答

こ
こ
数
年
は
、
７
億
円
台
で

推
移
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

【
大
隅
支
所
庁
舎
整
備
事
業
】

問

工
事
費
の
組
替
内
容
は
。

答

発
電
機
設
置
に
伴
う
耐
火

ボ
ー
ド
設
置
費
用
の
増
加
や
移
動

式
書
庫
の
設
置
に
対
応
す
る
た
め
、

本
体
工
事
費
か
ら
５
６
２
４
万
円

を
付
随
建
物
工
事
費
に
組
み
替
え

た
も
の
で
あ
る
。

意
見

今
後
、
工
事
費
等
の
予
算

編
成
に
お
い
て
は
、
予
算
の
組
替

え
等
が
生
じ
な
い
よ
う
、
当
初
の

段
階
で
正
確
な
設
計
書
を
策
定
の

上
で
十
分
に
精
査
す
べ
き
で
あ
る
。

建設中の大隅支所庁舎

【
消
防
団
員
退
職
報
償
金
】

意
見

消
防
団
員
の
確
保
に
つ
い

て
は
、
他
市
町
村
の
事
例
も
参
考

に
し
な
が
ら
消
防
団
活
動
の
負
担

軽
減
も
含
め
て
、
入
り
や
す
い
消

防
団
の
在
り
方
を
研
究
し
て
ほ
し

い
。

【
南
九
州
畜
産
獣
医
学
拠
点
事
業

（
周
辺
整
備
事
業
分
）】

問

ホ
ー
ス
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
整
備
工
事
の
内
容
は
。

答

大
雨
等
に
よ
る
土
砂
流
出
が

想
定
さ
れ
る
勾
配
が
き
つ
い
砂
利

部
分
を
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
す

る
内
容
で
あ
る
。

スクラブでの現地調査 (馬厩舎前 )スクラブでの現地調査
(屋内馬場 )

問

市
民
ニ
ー
ズ
調
査
対
象
地
域

と
事
業
の
方
向
性
は
。

答

区
域
の
近
く
に
商
店
等
が
少

な
い
檍
・
旧
高
岡
小
学
校
区
と
大

隅
北
・
笠
木
小
学
校
区
エ
リ
ア
の

１
８
０
０
世
帯
を
対
象
に
実
施
し
、

調
査
結
果
の
状
況
を
見
た
上
で
、

全
市
的
な
調
査
が
必
要
か
検
討
し

た
い
。

ま
た
、
事
業
の
方
向
性
と
し
て

は
、
住
民
が
ど
の
よ
う
な
も
の
を

必
要
と
し
て
い
る
の
か
を
把
握

し
、
継
続
可
能
な
支
援
や
仕
組
み

の
構
築
、
広
域
的
な
取
組
の
必
要

性
な
ど
の
判
断
材
料
と
し
た
い
。

【
曽
於
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

管
理
費
】

問

集
合
ダ
ス
ト
コ
ン
ベ
ア

チ
ェ
ー
ン
購
入
の
内
容
は
。

答

焼
却
灰
を
搬
送
す
る
コ
ン
ベ

ア
チ
ェ
ー
ン
が
複
数
基
あ
る
が
、

損
耗
が
進
ん
で
お
り
、
１
年
間
維

持
で
き
る
保
証
が
な
い
た
め
、
そ

の
部
分
を
補
正
予
算
で
購
入
し
対

応
し
た
い
。

損耗が進んでいる
チェーンのピン部分

33 ☆本紙では、主な事柄を抜粋して掲載しております。



文
教
厚
生
常
任
委
員
会

（
岩
水
豊
委
員
長
）

【
地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備
等

施
設
整
備
交
付
金
】

問

自
家
発
電
設
備
の
設
置
状
況

は
。

答

高
齢
者
施
設
は
市
内
に
30
施

設
あ
る
が
、
未
設
置
施
設
10
か
所

の
う
ち
８
か
所
が
設
置
予
定
で
あ

り
、
残
り
の
施
設
も
検
討
中
で
あ

る
。

【
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム

改
修
業
務
委
託
料
】

問

胃
が
ん
・
肺
が
ん
に
限
定
し

た
シ
ス
テ
ム
改
修
か
。

答

委
託
先
の
医
療
機
関
か
ら
胃

が
ん
・
肺
が
ん
の
問
診
票
に
つ
い

て
変
更
の
連
絡
が
あ
り
、
今
回
は

そ
の
２
点
に
つ
い
て
対
応
す
る
が
、

今
後
、
標
準
化
が
求
め
ら
れ
る
の

で
、
腹
部
や
大
腸
に
関
し
て
も
こ

の
シ
ス
テ
ム
が
活
用
で
き
る
も
の

と
考
え
る
。

【
児
童
手
当
】

問

拡
充
の
内
容
は
。

答

支
給
対
象
年
齢
の
引
上
げ
、

所
得
制
限
の
撤
廃
、
支
給
額
が
引

上
げ
に
な
る
。

意
見

児
童
手
当
制
度
の
広
報
に

つ
い
て
、
子
育
て
世
帯
に
情
報
が

行
き
届
く
よ
う
、
周
知
の
方
法
を

工
夫
し
て
も
ら
い
た
い
。

児童手当制度
については

こちら
（市ホームページ

へリンク）

Link
【
教
育
振
興
審
議
会
委
員
報
酬
】

問

委
員
の
人
数
は
。

答

学
識
経
験
者
を
新
た
に
２
名

追
加
す
る
が
、
ほ
か
の
委
員
区
分

を
調
整
し
、
委
員
の
人
数
は
10
名

か
ら
変
更
は
な
い
。

【
文
化
・
体
育
施
設
管
理
費
】

意
見

所
管
す
る
施
設
が
多
く
あ

る
が
、
日
常
の
維
持
管
理
が
十
分

で
な
い
も
の
が
み
ら
れ
る
。
多
額

の
費
用
が
発
生
す
る
前
に
修
繕
す

る
よ
う
に
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

（
渕
合
昌
昭
委
員
長
）

【
大
隅
南
地
区
農
業
構
造

改
善
セ
ン
タ
ー
管
理
費
】

問

屋
根
改
修
工
事
の
内
容
は
。

答

７
月
の
上
旬
に
雨
漏
り
が
判

明
し
た
た
め
、
屋
根
の
一
部
を
改

修
す
る
も
の
で
あ
る
。
避
難
所
と

し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
改

修
を
急
ぎ
た
い
。

【
災
害
復
旧
費
の
時
間
外
勤
務
手
当
】

問

お
よ
そ
何
時
間
分
の
計
上
か
。

ま
た
、
時
間
外
勤
務
の
発
生
状
況

は
。

答

職
員
単
価
が
違
う
の
で
大
ま

か
で
あ
る
が
、
今
回
の
補
正
額
は

お
よ
そ
５
０
０
時
間
分
の
手
当
に

相
当
す
る
。
災
害
対
応
の
た
め
時

間
外
勤
務
が
多
く
発
生
し
て
お
り
、

残
業
し
な
く
て
も
よ
い
環
境
を
作

り
た
い
が
、
技
術
員
不
足
も
あ
り
、

困
難
な
状
況
で
あ
る
。

【
排
水
路
整
備
事
業
】

問

補
正
の
内
容
は
。

答

当
初
は
改
良
工
事
等
で
発
生

す
る
残
土
を
利
用
し
整
備
を
進
め

る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
度
重
な
る

豪
雨
に
よ
り
被
災
す
る
な
ど
し
た

た
め
、
今
年
度
で
概
ね
工
事
を
完

了
で
き
る
よ
う
補
正
を
お
願
い
し

た
い
。

【
公
民
連
携
ま
ち
な
か
再
生

推
進
事
業
】

問

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
は
ど

の
よ
う
な
人
材
を
求
め
る
の
か
。

答

※
Ｐ
Ｐ
Ｐ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と

し
て
活
動
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
が
、
そ
の
職
歴
を
持

つ
方
が
な
か
な
か
い
な
い
た
め
、

募
集
条
件
を
絞
り
込
み
す
ぎ
な
い

よ
う
に
し
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
育

成
し
て
い
く
と
い
う
視
点
も
持
っ

て
募
集
し
た
い
。

※
Ｐ
Ｐ
Ｐ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
は
、
公

共
部
門
と
民
間
部
門
が
協
力
し
て
行

う
公
民
連
携
事
業
に
お
け
る
両
者
の

橋
渡
し
役
で
、
公
共
と
民
間
の
利
害

調
整
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
円
滑
に
進

め
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と

が
主
な
役
割
で
す
。

問

公
民
連
携
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー

業
務
委
託
の
内
容
は
。

答

株
式
会
社
コ
ー
ミ
ン
の
入
江

氏
を
招
き
、
行
政
向
け
の
ア
ド
バ

イ
ス
だ
け
で
は
な
く
、
本
市
で
の

公
民
連
携
普
及
の
た
め
、
市
民
向

け
の
講
演
会
も
実
施
し
た
い
。

曽於市民プールでの現地調査
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Topic4

令
和
６
年
度
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
を
可
決

議
案
第
69
号

全
会
一
致
可
決

各
種
事
業
を
前
倒
し
て
実
施
す

る
こ
と
に
伴
い
、
収
入
及
び
支
出

を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

問

住
吉
地
区
配
水
管
布
設
替
詳

細
設
計
業
務
委
託
の
補
正
の
理
由

は
。

答

石
綿
管
が
あ
る
こ
と
が
判
明

し
、
令
和
７
年
度
に
測
量
設
計
を

行
う
予
定
で
あ
っ
た
が
、
県
よ
り
、

国
費
の
不
用
額
が
あ
る
た
め
事
業

を
前
倒
し
て
実
施
す
る
よ
う
依
頼

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
補
正
を
行

う
も
の
で
あ
る
。

問

八
合
原
ポ
ン
プ
場
用
地
購
入

の
補
正
の
理
由
は
。

答

用
地
交
渉
の
際
に
、
地
権
者

か
ら
年
内
に
登
記
ま
で
し
て
ほ
し

い
と
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
と
、
補

助
事
業
採
択
の
た
め
に
は
用
地
の

確
保
が
条
件
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

速
や
か
に
用
地
を
購
入
し
た
い
た

め
、
補
正
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

Topic5

市
長
選
挙
と
市
議
会
議
員
選
挙
の

同
時
開
催
を
求
め
る
陳
情
に
つ
い
て

陳
情
第
５
号

賛
成
少
数
不
採
択

現
在
、
別
々
の
選
挙
日
と
な
っ

て
い
る
市
長
選
挙
と
市
議
会
議
員

選
挙
を
、
財
政
支
出
の
削
減
や
職

員
の
事
務
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
、
令
和
７
年
７
月
に
同
時
開
催

す
る
こ
と
を
求
め
る
内
容
で
あ
り
、

大
隅
町
・
財
部
町
・
末
吉
町
の
公

民
館
長
等
連
絡
協
議
会
会
長
か
ら

１
３
２
１
名
の
賛
同
者
の
署
名
を

添
え
て
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

本
事
件
を
付
託
さ
れ
た
議
会
運

営
委
員
会
で
は
、
本
陳
情
に
つ
い

て
４
月
26
日
に
参
考
人
と
し
て
陳

情
者
３
名
の
出
席
を
求
め
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

陳
情
者
よ
り

以
前
提
出
し
た
同
時
選
挙
を
求

め
る
陳
情
に
つ
い
て
、「
議
会
で

の
審
議
で
は
納
得
の
い
く
議
論

に
は
な
ら
な
か
っ
た
。」
と
の
多

く
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

不
採
択
と
な
っ
た
市
長
選
挙
と
議

会
議
員
選
挙
を
令
和
７
年
７
月
に

同
時
開
催
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

再
度
陳
情
す
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
前
回
の
審
査
に
お
い
て
、

陳
情
が
住
民
の
声
を
反
映
し
た
も

の
か
判
断
し
か
ね
る
と
の
趣
旨
の

意
見
が
聞
か
れ
た
こ
と
か
ら
、
今

回
は
賛
同
者
を
募
り
、
多
く
の
市

民
が
望
ん
で
い
る
こ
と
を
示
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
同
時
選
挙
の
実

現
に
向
け
て
議
員
各
位
の
英
断
を

強
く
希
望
す
る
。

主
な
意
見

今
回
の
陳
情
書
が
署
名
を
伴
っ

て
再
度
提
出
さ
れ
た
こ
と
は
重
く

受
け
止
め
る
も
の
の
、
特
別
委
員

会
で
の
調
査
を
経
て
各
議
員
が
そ

れ
ぞ
れ
決
断
し
、
結
果
と
し
て
議

会
の
解
散
に
必
要
な
数
の
賛
成
者

が
得
ら
れ
な
か
っ
た
現
在
の
状
況

で
は
、
来
年
７
月
の
同
時
選
挙
開

催
は
実
質
的
に
難
し
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
改
選
後
の
新
た
な

曽
於
市
議
会
に
お
い
て
、
今
回
の

経
緯
も
含
め
て
、
引
き
続
き
同
時

選
挙
開
催
の
議
論
を
継
続
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

Topic6

同
日
選
挙
開
催
の
議
論
継
続

に
関
す
る
決
議
案

発
議
第
４
号

賛
成
多
数
可
決

決
議
の
内
容

議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
「
市

長
選
挙
と
市
議
会
議
員
選
挙
の
同

日
開
催
」
に
つ
い
て
、
令
和
４
年

３
月
に
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員

会
を
設
置
し
、
約
２
年
間
に
わ
た

り
議
論
を
重
ね
て
き
た
が
、
議
会

の
解
散
に
必
要
な
特
例
法
に
規
定

さ
れ
る
出
席
議
員
の
５
分
の
４
以

上
の
賛
同
者
が
得
ら
れ
な
い
結
果

と
な
っ
た
。（
詳
細
は
議
会
だ
よ

り
第
75
号
を
参
照
。）

し
か
し
な
が
ら
、
合
併
後
20
年

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
現
在
に

お
い
て
、
事
務
負
担
の
軽
減
、
財

政
支
出
削
減
の
観
点
か
ら
、
同
日

選
挙
開
催
を
求
め
る
市
民
か
ら
の

声
が
多
く
存
在
す
る
こ
と
は
、
議

員
そ
れ
ぞ
れ
が
あ
ら
た
め
て
認
識

す
る
に
至
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
声
が
多
く
存
在
す
る

こ
と
を
重
く
受
け
止
め
、
次
期
改

選
後
の
新
た
な
市
議
会
に
お
い
て
、

議
会
基
本
条
例
に
基
づ
く
市
民
と

共
働
す
る
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

す
べ
く
、
議
会
改
革
の
一
環
と
し

て
、
継
続
し
て
同
日
選
挙
開
催
に

つ
い
て
の
議
員
間
の
議
論
を
さ
ら

に
深
め
て
い
く
こ
と
を
決
議
す
る
。

55 ☆定例会とは年 4回定例的に開かれる会議で、曽於市では、3月・6月・9月・12月に開催します。



令和５年度　決算審査特別委員会
◆　決算審査特別委員会設置　令和６年９月 18 日

　　　決算審査特別委員会 17 人（議長・監査委員を除く議員）　

　　　◎委 員 長 重 久  昌 樹

　　　○副委員長 渕 合  昌 昭

◆　各分科会に分かれ、所管ごとの専門的な審査を行いました。（現地調査を含む）

　　　総　　務分科会

　　　文教厚生分科会　　令和６年９月 19、20、24、25 日（４日間）

　　　産業建設分科会

◆　決算審査特別委員会　令和６年 10 月２日

◆　慎重に審査した結果、10 月４日の本会議において「認定すべき」と報告しました。

各会計決算額
会計名 歳入決算額 歳出決算額

一般会計 305億 6,602 万円 294億    492 万円

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 56億 3,995 万円 55億 3,097 万円
後期高齢者医療特別会計 6億 4,191 万円 6億 3,553 万円
介護保険特別会計 62億 5,649 万円 56億 8,827 万円

生活排水処理事業特別会計 7,202 万円 6,970 万円

水道事業会計

収益的収支 5億 7,344 万円 4億 9,431 万円
資本的収支 ０円 4億 3,411 万円
資本的支出額に不足する額 4億 3,411 万円は、過年度分損益勘定留保資金 4億 493万
円（減価償却費4億493万円）、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額2,918
万円で補てんした。

公共下水道
事業会計

収益的収支 2億 3,611 万円 1億 9,285 万円
資本的収支 1億 1,123 万円 2億 1,182 万円
資本的収入額が資本的支出額に不足する額 1億 58万円は、当年度分消費税及び地方消
費税資本的収支調整額 895万円、当年度分損益勘定留保資金 7,678 万円（減価償却費
6,431 万円、資産減耗費 1,246 万円）、利益剰余金 1,485 万円（繰越利益剰余金 1,485
万円）で補てんした。

（1万円未満切捨て。端数処理の関係で数値が合わない箇所があります。）
※収益的収支とは、施設を維持管理するための経費とその財源のことです。
　資本的収支とは、施設の建設や整備・改良にかかる経費とその財源のことです。
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総務分科会

問 行政改革について、今後の職員数や職
員配置の動きは。

答　定員適正化計画の職員数の目標値につ
いては、本年度実施中の業務量調査の結果も
踏まえ、行政改革推進本部会議等で改めて検
討し、住民サービスが低下しないよう適正な職
員配置に努めていきたい。

問 各支所の職員数減によるサービス低下
の懸念は。

答　両支所完成後、業務が落ち着いた時期
に改めて状況を調査していきたい。

意見 行政改革における大隅・財部両支所
の職員配置については、庁舎完成後も実際
の業務実態を把握し、住民サービスが低下
しないよう最大限努められたい。

問 宅地分譲地整備管理事業の財部南俣地
区の分譲予定地購入について。

答　当初、ミニ分譲地として整備・販売する計
画を持っていたが、公民連携を前提とした民間
との連携による進め方を模索する中で、現状とし
て、事業の進捗が止まっている状況となっている。
公民連携による財部市街地のまちづくりを進める
構想については、長期的な手法とも考えられるこ
とから、公民連携で進める事業と早急にやるべ
き事業との棲み分けも含めて、総合的にどのよう
な形態で進めていくべきか協議していきたい。

SKLV 上空から見た財部市街地

問 曽於市クリーンセンターでのごみ収集・
分別業務について。

答　業務に携わる方々が人員不足にならないよ
うな取組の必要性も認識している。現場で事故
が起こらないよう、状況を把握し確認したい。

意見 直接ごみを搬入される方々も近年増
加しており混雑する状況も見られることから、
現状を把握し、現場での業務の負担軽減に
努めるべきである。

曽於市クリーンセンター 現地調査

問 市町村設置型による浄化槽の譲渡状況
は。

答　市町村設置型による浄化槽 1,109 基のう
ち設置後 10 年を経過した浄化槽について、令
和４年度より設置年度の古いものから所有者へ
の無償譲渡を開始し、令和４年度 80 基、令和
５年度 148 基の譲渡が完了した。

問 公債費について。

答　下水道事業債については、令和 24 年度
まで償還が続く。また、使用者が死亡し、空
き家となった場合の対応についての質疑に対し、
相続人が見つからなかった場合は休止扱いとな
り、使用料は不納欠損となる。また、最終的な
撤去の責任は市に出てくるが、撤去費用につい
ては今後の課題である。

生活排水処理事業特別会計

77 ☆一般質問の掲載内容は、登壇議員本人の文責により質問と答弁を要約したものです。



文教厚生分科会

　曽於市立図書館本館、曽於市民プール及び大
隅総合運動公園武道館を現地調査しました。

意見 現地調査を行った施設はいずれも老朽
化が激しかったが、そのようになっているのは、
現在まで現状把握の徹底や定期的な保守点検
がなされていなかったがゆえにこういう結果を
招いた。今の実態について徹底した検証を行い、
行政としてどうするか判断するべきである。ま
た、現に利用者もいることから、そういったこと
を解決しないまま単純な施設の統廃合にならな
いよう配慮を求める。

大隅総合運動公園武道館 現地調査

　 後期高齢者医療制度は、各都道府県の後期
高齢者医療広域連合が保険者となり、保険料の制
定や医療費の支払等を行っています。

問 給付実績が多かった疾患は何か。

答　１位が心疾患、２位が腎不全であった。

反対討論 広域連合による本特別会計の制度
上の理由から、反対である。

問 介護保険事業の今後の課題について。

答　介護人材不足が大きな問題で、ホームヘル
パーは家に入っていくということで希望者が少なく、
サービスを維持していくのが困難な状況である。ま
た、各入所施設も人員不足のため、定員まで入居
者を受け入れられない状況にある。

反対討論 令和３年度から５年度まで、保険料
の必要以上の引上げが行われた。令和５年度決
算状況を見ても、必要以上の引上げであったため
に大きな剰余金が生じている。こうした財政運営等
には賛成できない。

介護保険特別会計

すえよし子育て支援センター 現地調査

後期高齢者医療特別会計

問 放課後児童クラブについて、令和６年４月
１日から安全計画の策定が義務化されたが、令
和５年度の策定状況と本年度のチェック状況等は
どうなっているか。

答　安全計画は全児童クラブで策定されており、
本年度に入ってからの実施状況の確認や見直しも
随時お願いしている。安全計画の内容については、
もう少し見直しが必要なところも見受けられる。

意見 放課後児童クラブの安全計画について、
認定こども園が運営している放課後児童クラブ
は、職員が日頃から様々な研修を受けているの
で安心できるが、ほかの児童クラブでは安全計
画が形がい化して機能していないところも見受
けられるので、運用面での指導を望む。
　また、子育て支援について、多岐にわたる悩
みを持つ親が増えている。ネットツールを通じ
て子育て世代の悩みを吸い上げ、支援していく
ように。
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産業建設分科会

問 パドック式牛舎の設置者が減少したこと、
また、申請者が増えない要因について。

答　事前調査の段階では希望者は多かったが、
４月以降の申請の段階で、子牛価格の暴落の
影響を受けて実施できない農家が多かった。

問 自給飼料に関する取組について。

答　粗飼料を自給することで、コスト削減にはな
るが、増産するためには新たな機械導入などの
コストが発生するため、農家は無理のない、でき
る範囲内での増産に取り組まれている。

令和５年度に整備されたパドック式牛舎

問 自治会による清掃活動の減少が、市道
清掃・伐採委託業務に影響を与えているか。

答　令和５年度は自治会清掃の範囲の見直し
要望が 11 件あり、現時点ではシルバー人材セ
ンターや市の道路維持班の範囲を増やすことで
対応できているが、今後も要望が増えると予想
しているため、対応を協議していきたい。

コケキャンチ高之峯公園に
再整備されたパーゴラ

　下水道の接続状況は、接続戸数 1,862 戸、
水洗化人口 2,962 人で、処理区域内人口 4,000
人に対し 74.04％の接続率となっています。

問 下水道の接続率について。

答　当初の目標が 70％であったので、目標は
達成されている。維持管理の面や接続率の上
昇を仮定すると、処理能力に余裕がないため、
処理系統を増設することが望ましい。

公共下水道事業会計

現地調査を実施

整備された溝ノ口洞穴駐車場

大内田地区頭首工

99 ☆一般質問とは議員が市政全般にわたり市の考えを問うものです。



議決結果一覧
迫議員は議長のため、議決に加わることはできないが､ 投票による表決の場合で可否同数になった
ときは、議長が可否を決定する（裁決権）ことになる。
賛成「○」。賛成者のみを諮る表決方法であるため，賛成者以外

（反対者・態度保留者・棄権者等）は「●」としている。

議案等　　　　　　　　　　　　　　　　　　議員名

山
中
雅
人

出
水

優
樹

瀬
戸
口
恵
理

矢
上

弘
幸

片
田

洋
志

重
久

昌
樹

鈴
木

栄
一

上
村

龍
生

岩
水

豊

渕
合
昌
昭

今
鶴

治
信

九
日

克
典

土
屋

健
一

原
田
賢
一
郎

山
田

義
盛

渡
辺

利
治

久
長
登
良
男

徳
峰

一
成

結

果

議
案 第60号 曽於市国民健康保険条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠

席〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 可
決

認
定
案

第3号 令和５年度曽於市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の
認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠

席〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 認
定

第4号 令和５年度曽於市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠

席〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 認
定

陳
情 第5号 市長選挙と市議会議員選挙の同時開催を求める陳情書 ● ● ● ● ● ● ● 欠

席● ● ● ● 〇 〇 ● ● ● ●
不
採
択

発
議 第4号 同日選挙開催の議論継続に関する決議案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠

席〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 可
決

賛否が分かれた案件

陳情 第8号 ( 刑事訴訟法 )再審の改正を求める意見書の提出を求める陳情
総務常任委員会に付託された上記事件は、結論に至らず、本会期をもって審査を終了することとなり、その
結果審議未了となりました。

審議未了となった案件

第３回定例会で全会一致で承認・適任・可決・認定とされた案件
区分 議案番号 件　名

承認案 第6号 専決処分の承認を求めることについて（令和
６年度曽於市一般会計補正予算（第２号））

諮問 第1号 人権擁護委員候補者の推薦について

議案

第58号 曽於市特別職の職員の給与に関する条例の
一部改正について

第59号
曽於市地方活力向上地域における固定資産
税の課税免除及び不均一課税に関する条例
の一部改正について

第61号 曽於市ひとり親家庭医療費助成金支給条例の
一部改正について

第62号 令和５年度曽於市水道事業剰余金の処分につ
いて

第63号 令和５年度曽於市公共下水道事業剰余金の処
分について

第64号 令和６年度曽於市一般会計補正予算（第３号）
について

第65号 令和６年度曽於市国民健康保険特別会計補正
予算（第２号）について

第66号 令和６年度曽於市後期高齢者医療特別会計補
正予算（第２号）について

区分 議案番号 件　名

議案

第67号 令和６年度曽於市介護保険特別会計補正予算
（第２号）について

第68号 令和６年度曽於市生活排水処理事業特別会計
補正予算（第２号）について

第69号 令和６年度曽於市水道事業会計補正予算（第
２号）について

第70号 令和６年度曽於市一般会計補正予算（第４号）
について

認定案

第1号 令和５年度曽於市一般会計歳入歳出決算の認
定について

第2号 令和５年度曽於市国民健康保険特別会計歳入
歳出決算の認定について

第5号 令和５年度曽於市生活排水処理事業特別会計
歳入歳出決算の認定について

第6号 令和５年度曽於市水道事業会計決算の認定に
ついて

第7号 令和５年度曽於市公共下水道事業会計決算の
認定について

区  分 番  号 件  名

報告

第4号 令和５年度曽於市健全化判断比率の報告について

第5号 令和５年度曽於市生活排水処理事業特別会計資金不足比率の
報告について

第6号 令和５年度曽於市水道事業会計資金不足比率の報告について
第7号 令和５年度曽於市公共下水道事業会計資金不足比率の報告について

報告のあった案件
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市政を問う
一般質問とは議員が市政全般にわたり、市の考えを問うものです。

（　　）内は会派または政党名を記載しています。

一般質問
9名の議員登壇

◆令和６年９月５日

1．徳
とく
峰
みね
一
かず
成
なり
（日本共産党） ………………………………………………… P12

〇市民の暮らし守れの取り組みを　○ PFAS 汚染、市は対策を

2．上
かみ
村
むら
龍
たつ
生
お
（創政会） ……………………………………………………… P13

〇各種事業費の財源としての地方債　〇子育て支援策

3．土
つち
屋
や
健
けん
一
いち
（そお幸喜会） ………………………………………………… P14

〇農地の将来

◆令和６年９月６日

4．片
かた
田
だ
洋
ひろ
志
し
（れいわ会） …………………………………………………… P15

〇五位塚市政　〇本市の計画中であるコンパクトシティ
〇大隅、財部各支所とともに建設される図書館

5．矢
や
上
がみ
弘
ひろ
幸
ゆき
（れいわ会） …………………………………………………… P16

〇芙蓉部隊の資料展示

6．今
いま
鶴
づる
治
はる
信
のぶ
（創志会） ……………………………………………………… P17

〇高岡小学校跡地利用　〇クリーンセンターの管理

◆令和６年９月９日

7．瀬
せ
戸
と
口
ぐち
恵
え
理
り
（さくら会） ………………………………………………… P18

〇環境に配慮した持続可能な政策　〇学校の働き方改革と子どもの学びの機会の確保
〇財部中央公民館の改修ときらめきセンター

8．山
やま
中
なか
雅
まさ
人
と
（さくら会） …………………………………………………… P19

〇曽於市の公民連携　〇公共温泉の管理　〇自治体広報のあり方
〇国道・県道の拡幅と県との関係強化

9．岩
いわ
水
みず
豊
ゆたか
（新生会） ………………………………………………………… P20

〇伐採及び伐採後の造林　〇小中学校規模適正化

11 ☆議員が議案について賛成・反対の意思表示をすることを ｢表決｣ といいます。



問

本
市
の
市
民
所
得
は
、

近
隣
の
自
治
体
に
比
べ
て

低
い
。
な
ぜ
低
い
の
か
を

分
析
し
て
、
中
長
期
の
計

画
を
立
て
る
な
ど
の
取
組

強
化
を
要
求
し
た
い
。

企
画
政
策
課
長

詳
細
な

デ
ー
タ
を
分
析
し
て
取
り

組
み
た
い
。

一人当たり所得の比較

曽於市 234万3,000円

都城市 268万7,000円

三股町 239万6,000円

志布志市 252万5,000円

大崎町 260万8,000円
※９月５日の市長答弁より

問

１
万
５
０
６
８
人
の

年
金
受
給
者
の
中
で
、
８

０
万
円
以
下
は
５
２
１
９

人
と
多
い
。
数
字
上
は
生

活
保
護
受
給
申
請
が
で
き

る
。
し
か
し
、
生
活
保
護

を
受
給
す
る
高
齢
者
は
１

６
１
世
帯
と
少
な
い
。
他

自
治
体
に
比
べ
て
も
少
な

い
。
今
後
、
多
く
の
受
給

申
請
対
象
者
に
、
周
知
の

徹
底
を
要
求
し
た
い
。

市
長

広
報
紙
を
使
っ
た

取
組
と
相
談
に
は
積
極
的

に
臨
み
た
い
。

年金受給額の区分と受給者数
50万円以下 2,208人

50～80万円 3,011人
80～130万円 5,482人

130～200万円 2,982人
200～250万円 923人

250万円以上 462人
※９月５日の市長答弁より

問

一
人
暮
ら
し
な
ど
の

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
は
、

５
０
９
５
人
と
多
い
。
市

は
本
人
へ
の
聞
き
取
り
を

は
じ
め
、
も
っ
と
意
見
や

要
望
を
聞
く
べ
き
で
は
な

い
か
。

保
健
課
長
・
福
祉
介
護
課
長

今
後
、
調
査
の
方
法
を

研
究
し
な
が
ら
、
前
向
き

に
取
り
組
み
た
い
。

問

市
内
の
小
売
店
は

２
８
０
事
業
所
に
減
少
し

て
い
る
。
し
か
し
、
後
継

者
が
何
人
い
る
か
を
調
べ

て
い
な
い
。
小
売
店
の
実

態
把
握
を
行
い
、
中
長
期

の
計
画
を
立
て
て
取
り
組

む
こ
と
を
要
求
し
た
い
。

商
工
観
光
課
長

来
年
度

当
初
に
調
査
を
行
い
、
中

長
期
の
方
針
を
立
て
て
取

り
組
み
た
い
。

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
、
市
は
対
策
を

問

発
が
ん
性
が
指
摘
さ

れ
る
有
機
フ
ッ
素
化
合
物

（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）
に
つ
い
て
、

対
策
を
聞
き
た
い
。

市
長

２
人
の
副
市
長
を

キ
ャ
ッ
プ
に
、
横
断
的
な

組
織
を
立
ち
上
げ
た
い
。

総
務
課
長

市
民
に
分
か

り
や
す
い
形
で
、
周
知
を

行
い
た
い
。

水
道
課
長

来
年
度
当
初

予
算
で
、
水
道
水
、
集
落

水
道
の
検
査
を
行
い
た
い
。

市民の暮らし守れの
取り組みを

一般質問の録画

Link

Answer
市長／市民の命と暮らしを守り

努力したい

市
民
の
暮
ら
し
守
れ
の

取
り
組
み
を

ちょっと
ひとりごと

市民の暮らしを知るには、
職員が市民を訪問して、
意見や要望を聞くことが

不可欠。

Question

徳
と く

峰
みね

一
かず

成
なり

（日本共産党）
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問

各
種
事
業
費
で
当
該

年
度
に
執
行
残
が
出
た
場

合
の
処
理
に
つ
い
て
、
今

年
６
月
の
南
日
本
新
聞
の

記
事
で
、
奄
美
市
で
執
行

残
の
不
適
切
な
取
扱
い
を

行
っ
た
と
し
て
職
員
が
処

分
さ
れ
た
事
案
が
あ
っ
た
。

①
減
額
補
正
を
行
わ
な

か
っ
た
こ
と
、
②
工
事
費

計
上
を
行
わ
な
か
っ
た
こ

と
に
よ
る
現
職
課
長
の
処

分
で
あ
る
。
こ
の
事
案
に

対
す
る
副
市
長
の
見
解
は
。

大
休
寺
副
市
長

本
市
で

は
考
え
ら
れ
な
い
事
案
で

あ
る
。
本
市
で
は
執
行
残

が
出
た
場
合
、
減
額
補
正

と
工
事
費
計
上
を
必
ず

行
っ
て
い
る
。

問

奄
美
市
の
事
案
は
、

全
額
執
行
残
と
い
う
特
殊

事
案
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ

は
通
常
の
工
事
費
等
の
執

行
残
に
つ
い
て
も
同
じ
か
。

大
休
寺
副
市
長

同
じ
で

あ
る
。

子
育
て
支
援
策

問

給
食
費
の
全
額
補
助

が
今
年
度
か
ら
実
現
し
て

保
護
者
の
方
々
も
喜
ん
で

い
る
。
そ
の
中
で
、
給
食

費
が
途
中
で
他
の
経
費
に

使
わ
れ
る
事
は
な
い
の
か
、

と
心
配
す
る
声
が
あ
る
が

現
状
は
。

教
育
総
務
課
長

給
食
費

の
補
助
金
は
、
保
護
者
を

経
由
せ
ず
直
接
給
食
セ
ン

タ
ー
に
振
り
込
ま
れ
て
お

り
、
他
の
経
費
に
使
わ
れ

る
心
配
は
な
い
。

問

市
内
の
全
小
学
校
・

中
学
校
に
修
学
旅
行
費
の

全
額
補
助
を
行
っ
た
場
合

の
合
計
試
算
額
は
。

教
育
長

２
２
８
１
万

８
０
４
８
円
と
な
る
。

美味しい給食を

問

修
学
旅
行
費
の
全
額

補
助
に
つ
い
て
は
、
単
な

る
子
育
て
支
援
に
と
ど
ま

ら
ず
、
修
学
旅
行
費
未
納

者
に
対
す
る
い
じ
め
が
あ

る
と
い
う
話
も
聞
い
て
お

り
、
全
体
的
な
教
育
問
題

に
も
な
っ
て
い
る
。

修
学
旅
行
費
の
全
額
補

助
に
対
す
る
教
育
長
の
見

解
は
。

教
育
長

個
人
的
に
は
、

い
じ
め
問
題
や
保
護
者
対

応
・
教
育
問
題
を
考
え
る

と
、
全
額
補
助
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現

実
的
に
は
財
源
の
問
題
等

ク
リ
ア
し
な
い
と
い
け
な

い
問
題
も
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

修学旅行費の
全額補助について

一般質問の録画

LinkQuestion

Answer
教育長／教育面からの考察も必要で、個人
的には全額補助をしてほしいと考えている

各
種
事
業
費
の
財
源

と
し
て
の
地
方
債

ちょっと
ひとりごと

もう少し
子育て支援を！！

上
かみ

村
むら

龍
たつ

生
お

（創政会）

1313 ☆一般質問の質問時間は、答弁を含まず 50分以内です。



問

農
家
の
高
齢
化
、
減

少
化
を
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
て
い
る
か
。
ま
た
、

現
在
の
経
営
体
数
は
。

市
長

担
い
手
の
減
少
は

続
い
て
お
り
心
配
で
あ
る
。

現
在
の
経
営
体
数
は
１
６

８
７
戸
で
、
そ
の
内
65
歳

以
下
の
専
従
者
が
い
る
経

営
体
は
５
５
１
戸
で
全
体

の
32
・
７
％
と
な
っ
て
い
る
。

問

曽
於
北
部
畑
か
ん
事

業
が
令
和
９
年
度
で
事
業

が
完
了
す
る
。
市
長
の
思

い
は
。

市
長

先
達
の
思
い
は
引

継
い
で
い
く
。
経
営
体
の

減
少
対
策
を
考
え
て
い
く
。

問

経
営
面
積
３
ha
以
上

は
３
５
２
戸
で
全
体
の

20
％
で
あ
る
。
さ
ら
に

経
営
体
は
減
少
し
て
い
く
。

現
状
の
政
策
で
は
本
市
の

農
地
８
０
５
６
ha
は
守
り

切
れ
な
い
。
妙
案
は
な
い

か
。

市
長

農
業
公
社
の
事
業

や
国
・
県
の
事
業
も
考
え

て
い
く
。

畑かん事業の内訳令和６年４月１日現在

事業名 受益面積
（ha）

受益戸数
（戸）

総事業費
（億円）

曽於北部 1,995 2,828 218
曽於東部

（曽於市関係分） 920 1,404 79

大隅南 201 265 14
計 3,116 4,497 311

問

山
間
地
の
農
地
は
山

林
へ
積
極
的
に
転
用
す
べ

き
。
放
牧
地
も
考
え
ら
れ

る
。
畜
産
経
営
者
は
最
た

る
土
地
利
用
型
農
業
者
で

あ
る
の
で
、
こ
れ
以
上
の

減
少
を
く
い
止
め
る
策
を

求
め
る
。
ま
た
、
農
業
公

社
の
事
業
に
人
材
派
遣
の

業
務
も
含
め
た
ら
ど
う
か
。

今
後
は
も
っ
と
外
国
人
の

人
材
が
必
要
と
考
え
る
が
。

曽於北部（谷川内ダム）

市
長

質
問
の
背
景
も
実

態
も
理
解
し
て
い
る
。

畜産（牛）の状況 令和６年１月１日現在

種別 経営体数（戸） 飼育頭数（頭） 平均飼育頭数（頭）

肉用牛生産 584 11,417 19.5

肉用牛肥育 42 13,616 324.0

乳用牛 8 413 51.6

計 634 25,446 395.1

農地の将来について

一般質問の録画

Link

Answer
市長／高齢化で担い手が減少しており
　　　将来を心配している

農
地
の
将
来

ちょっと
ひとりごと

担い手は減っても
大地は残る

Question

土
つち

屋
や

健
けん

一
いち

（そお幸喜会）

荒廃する山間地の田
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問

次
期
市
長
選
挙
に
立

候
補
す
る
よ
う
だ
が
、
次

の
市
政
を
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

市
長

人
口
減
少
対
策
を

行
い
、
農
業
の
基
盤
を
作

り
、
都
城
市
等
の
ベ
ッ
ト

タ
ウ
ン
と
し
て
の
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
て
い
る
。

問

福
祉
に
お
け
る
子
育

て
世
代
、
高
齢
者
、
低
所

得
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

十
分
な
成
果
が
あ
っ
た
か
。

市
長

切
れ
目
な
い
子
育

て
支
援
の
体
制
強
化
、
産

後
ケ
ア
事
業
や
こ
ど
も
医

療
費
（
高
校
生
ま
で
）
の

無
償
化
等
の
実
施
、
高
齢

者
支
援
は
、
75
歳
以
上
に

敬
老
祝
金
支
給
、
１
０
０

歳
を
迎
え
る
方
へ
の
お
祝

金
支
給
、
補
聴
器
購
入
補

助
の
実
施
で
成
果
が
上

が
っ
て
い
る
。

問

今
日
の
物
価
高
に
つ

い
て
、
生
活
困
窮
者
の
支

援
策
と
し
て
、
今
年
度
１

回
と
来
年
度
２
回
で
対
象

者
を
絞
っ
た
商
品
券
支
給

を
検
討
で
き
な
い
か
。

市
長

営
農
者
支
援
等
も

含
め
検
討
す
る
。

問

就
学
前
子
育
て
世
帯

へ
の
支
援
と
し
て
、
預
か

り
保
育
料
、
延
長
保
育
料
、

主
食
費
、
副
食
費
等
の
児

童
福
祉
施
設
に
支
払
う
費

用
の
軽
減
を
検
討
で
き
な

い
か
。

市
長

検
討
す
る
。

問

買
物
弱
者
へ
の
支
援

を
目
的
と
す
る
移
動
販
売

事
業
を
検
討
中
の
よ
う
で

あ
る
が
、
今
後
、
永
続
的

に
事
業
展
開
で
き
る
よ
う

に
検
討
し
て
い
る
か
。

市
長

２
つ
の
地
域
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
予
定
で
、

永
続
的
に
事
業
展
開
で
き

る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

本
市
の
計
画
中
で
あ
る

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

問

本
市
が
計
画
中
で
あ

る
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と

は
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く

り
か
。

市
長

住
ま
い
・
交
通
・

公
共
サ
ー
ビ
ス
・
商
業
施

設
な
ど
の
生
活
機
能
を
集

約
し
、
効
率
化
し
て
ま
ち

の
構
造
を
見
直
し
、
コ
ン

パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
と

連
携
し
た
公
共
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。

問

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

に
よ
り
見
込
め
る
効
果
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

か
。

市
長

住
宅
や
商
業
施
設

等
を
近
く
に
配
置
し
、
移

動
時
間
の
短
縮
、
交
通
利

便
の
増
、
医
療
・
教
育
、

公
共
交
通
等
の
公
共
サ
ー

ビ
ス
提
供
の
効
率
化
に
よ

り
、
生
活
環
境
の
向
上
等

が
見
込
ま
れ
る
。

大
隅
、
財
部
各
支
所
と
と
も
に

建
設
さ
れ
る
図
書
館

問

大
隅
・
財
部
に
建
設

す
る
に
当
た
り
、
参
考
自

治
体
の
図
書
館
の
検
討
、

図
書
館
会
議
等
の
意
見
を

も
っ
て
で
き
る
図
書
館
は
、

五位塚市長は、次期市長選挙に
立候補する予定か

一般質問の録画

LinkQuestion

Answer

市長／再度、挑戦したい

五
位
塚
市
政

ちょっと
ひとりごと

物価高騰
市民救うは
・・・・・

今
ま
で
と
は
何
が
変
わ
る

か
。

教
育
長

佐
賀
市
立
図
書

館
久
保
田
館
、
出
水
市
立

高
尾
野
図
書
館
を
参
考
に

し
、
利
用
者
の
要
望
が

あ
っ
た
学
習
ス
ペ
ー
ス
や

読
み
聞
か
せ
コ
ー
ナ
ー
の

充
実
を
図
っ
た
。

参考にした出水市立高尾野図書館
写真左側が支所庁舎、奥が図書館

片
かた

田
だ

洋
ひろ

志
し

（れいわ会）

1515 ☆曽於市議会ではインターネットによるライブ中継や録画放送を行っています。



芙蓉部隊の資料館を
設置したらどうか

一般質問の録画

Link

Answer
市長／教育委員会を中心として、
今後の在り方を検討したい

ちょっと
ひとりごと

芙蓉部隊の
資料館設置で
大隅も活気付く！

Question

問

過
去
５
年
間
の
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
利
用

者
数
は
。

教
育
長

次
の
と
お
り
で

あ
る
。

過去５年間の
埋蔵文化財センターの利用者

令和元年度 ３７４人

令和２年度 ７６２人

令和３年度 ４８１人

令和４年度 ４９１人

令和５年度 ４６８人

問

隊
員
の
手
紙
な
ど
貴

重
な
資
料
は
、
適
切
な
温

度
や
湿
度
の
管
理
を
し
な

い
と
劣
化
が
進
む
の
で
は
。

教
育
長

温
度
と
湿
度
の

管
理
を
す
る
と
予
算
も
か

か
る
の
で
、
現
在
は
対
応

し
て
い
な
い
。

問

芙
蓉
部
隊
の
資
料
展

示
を
見
る
と
、
戦
争
は
し

て
は
い
け
な
い
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
隊
員
の
手
紙
で

は
家
族
の
大
切
さ
、
命
の

大
切
さ
を
気
付
か
せ
て
く

れ
る
。
い
じ
め
や
虐
待
も

な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長

日
本
は
原
子
爆
弾

を
受
け
た
唯
一
の
国
。
絶

対
に
戦
争
を
し
て
は
い
け

な
い
。
平
和
教
育
は
非
常

に
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
。

埋蔵文化財センター内の
芙蓉部隊の資料展示

問

地
下
発
電
所
跡
は
梅

雨
か
ら
秋
ま
で
は
雨
水
が

溜
ま
り
、
24
時
間
排
水
し

て
い
る
。
文
化
財
の
保
護

に
対
し
て
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

市
長

文
化
財
を
個
人
で

守
っ
て
い
る
こ
と
に
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

あ
る
。
雨
漏
り
を
含
め
て

行
政
と
し
て
支
援
す
べ
き

も
の
は
前
向
き
に
検
討
し

た
い
。

雨が多いときは膝下まで
水が溜まる地下発電所跡

問

戦
争
当
時
を
知
る
方

も
少
な
く
な
り
、
遺
族
が

遺
品
や
資
料
を
廃
棄
す
る

報
道
も
あ
る
。
資
料
館
を

作
れ
ば
遺
族
か
ら
の
遺
品

提
供
も
増
え
る
の
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
ほ
か
の
資

料
館
も
年
間
１
万
人
は
来

館
者
が
あ
る
。
大
隅
も
盛

り
上
が
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長

芙
蓉
部
隊
関
係
の

資
料
な
ど
、
貴
重
な
も
の

が
あ
り
、
そ
れ
を
活
か
し

て
い
く
の
は
大
事
。
教
育

芙
蓉
部
隊
の
資
料
展
示

委
員
会
を
中
心
と
し
て
、

今
後
の
在
り
方
を
検
討
し

た
い
。

県内外の資料館の入館者数と展示資料点数（令和５年度）

所在地 入館者数 資料点数

知覧特攻平和会館 南九州市 ３３万人 6,000点

鹿屋航空基地資料館 鹿屋市 ６万人 3,000点

万世特攻平和祈念館 南さつま市 1.3 万人 1,000点

ひみつ基地ミュージアム 熊本県錦町 1.2 万人 160点

矢
や

上
がみ

弘
ひろ

幸
ゆき

（れいわ会）
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市
長

委
託
契
約
の
内
容

を
再
度
確
認
し
、
作
業
事

故
等
の
発
生
で
業
務
に
支

障
が
出
な
い
よ
う
に
調

査
・
指
導
す
る
。

ペットボトルのストックヤード

問

過
去
３
年
間
の
有
害

鳥
獣
駆
除
に
よ
る
イ
ノ
シ

シ
の
捕
獲
頭
数
は
。

市
長

次
の
と
お
り
で
あ

る
。イノシシの捕獲頭数

年度 捕獲頭数

令和３年度 950頭

令和４年度 2,034頭

令和５年度 1,837頭

問

高
岡
小
学
校
跡
地
の

一
部
に
ジ
ビ
エ
解
体
処
理

施
設
を
設
置
で
き
な
い
か
。

市
長

財
部
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
跡
地
に
設
置
で
き

な
い
か
考
え
て
い
る
。

問

イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
頭

数
が
倍
近
く
増
え
て
い
る
。

現
在
、
市
内
に
処
理
施
設

が
な
い
た
め
、
有
効
利
用

さ
れ
ず
に
廃
棄
さ
れ
て
い

る
も
の
も
あ
る
。
個
人
が

設
置
す
る
に
は
、
初
期
費

用
が
か
な
り
か
か
る
。
有

害
鳥
獣
駆
除
隊
や
各
地
区

の
猟
友
会
等
の
意
見
を
聞

い
て
、
市
内
に
ぜ
ひ
ジ
ビ

エ
解
体
処
理
施
設
を
設
置

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

具
体
的
に
ど
の
く

ら
い
の
費
用
が
か
か
る
か

試
算
は
し
て
い
な
い
が
、

初
期
費
用
は
既
存
の
施
設

を
活
用
す
れ
ば
抑
え
ら
れ

る
と
思
う
。
今
後
、
関
係

者
の
意
見
を
聞
い
て
設
置

を
検
討
す
る
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
管
理

問

過
去
５
年
間
の
焼
却

ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
ご
み

等
の
総
量
は
。

市
長

次
の
と
お
り
で
あ

る
。

焼却ごみ・リサイクルごみの総量
年度 総量

令和元年度 8,518ｔ

令和２年度 8,514ｔ

令和３年度 8,403ｔ

令和４年度 8,295ｔ

令和５年度 7,934ｔ

問

末
吉
環
境
セ
ン
タ
ー

（
末
吉
・
財
部
）
の
委
託

料
は
。

市
長

令
和
６
年
度
の
契

約
は
、末
吉
地
区
は
可
燃
・

不
燃
・
資
源
ご
み
を
５
人

で
３
１
３
か
所
を
収
集
し
、

契
約
額
は
６
３
８
７
万
円
。

財
部
地
区
は
可
燃
・
不
燃

ご
み
を
４
人
で
１
４
９
か

所
を
収
集
し
、
契
約
額
は

１
４
９
２
万
円
で
あ
る
。

問

正
社
員
が
当
初
の
12

人
か
ら
８
人
に
減
り
、
収

集
作
業
を
２
人
体
制
か
ら

１
人
で
行
わ
な
い
と
い
け

な
く
な
っ
た
た
め
、
時
間

的
・
体
力
的
に
か
な
り
の

負
担
に
な
っ
て
い
る
。
ス

ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
資
源
ご

み
の
搬
出
作
業
に
も
支
障

が
出
て
い
る
。
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
の
現
場
状
況
を

把
握
し
て
い
る
か
。

高岡小学校跡地の一部にジビエ
解体処理施設を建設できないか

一般質問の録画

LinkQuestion

Answer
市長／財部学校給食センター跡地に

設置できないか検討している

高
岡
小
学
校
跡
地
利
用

ちょっと
ひとりごと

安心・安全な
ゴミの収集を！

今
いま

鶴
づる

治
はる

信
のぶ

（創志会）

1717 ☆議会中継をパソコンやスマートフォン、タブレット等で視聴できます。



問

環
境
配
慮
型
の
持
続

可
能
な
農
業
を
主
流
化
す

る
政
策
導
入
が
進
展
し
て

お
り
、
農
水
省
の
全
て
の

補
助
事
業
等
に
対
し
て
、

環
境
負
荷
軽
減
の
ク
ロ
ス

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
導

入
も
始
ま
っ
た
。
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
を

す
る
考
え
は
。

市
長

早
急
に
取
り
組
め

な
い
た
め
、
現
時
点
で
の

予
定
は
な
い
。

学
校
の
働
き
方
改
革
と

子
ど
も
の
学
び
の
機
会
の
確
保

問

学
校
活
動
支
援
員
の

配
置
は
適
正
か
。
慢
性
的

な
人
員
不
足
の
原
因
は
。

教
育
長

学
校
か
ら
の
配

置
希
望
者
数
に
応
え
ら
れ

ず
、
定
員
に
採
用
数
が
満

た
な
い
状
況
も
あ
り
、
勤

務
の
な
い
８
月
が
無
給
に

な
る
こ
と
も
原
因
で
あ
る
。

問

児
童
ク
ラ
ブ
で
は
夏

休
み
の
長
時
間
預
か
り
が

大
変
だ
と
聞
く
。
専
門
的

知
識
の
あ
る
支
援
員
が
働

け
ば
、
双
方
に
と
っ
て
メ

リ
ッ
ト
が
大
き
い
。
こ
ど

も
未
来
課
と
連
携
で
き
な

い
か
。

市
長

そ
の
よ
う
に
し
た

い
。

問

教
員
業
務
支
援
員

（
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・

ス
タ
ッ
フ
）
は
。

教
育
長

来
年
度
、
県
の

事
業
を
活
用
し
て
段
階
的

に
配
置
予
定
で
あ
る
。

問

学
校
プ
ー
ル
の
維
持

費
は
。
維
持
費
や
管
理
時

間
を
考
慮
し
、
民
間
委
託

の
検
討
を
。

教
育
総
務
課
長

昨
年
度
、

維
持
管
理
に
約
５
５
０
万

円
か
か
っ
た
。
今
後
、
老

朽
化
へ
の
大
幅
改
修
に
約

３
億
円
か
か
る
。

教
育
長

来
年
度
、
小
規

模
校
か
ら
民
間
委
託
を
始

め
た
い
。

民間との連携で双方にメリットが
(千葉県佐倉市のホームページより )

財
部
中
央
公
民
館
の
改
修
と

き
ら
め
き
セ
ン
タ
ー

問

図
書
館
が
中
央
公
民

館
２
階
に
移
動
さ
れ
る
こ

と
に
住
民
か
ら
不
安
の
声

が
届
い
て
い
る
が
。

市
長

複
合
施
設
と
し
て

利
用
者
の
利
便
性
を
考
慮

し
て
２
階
に
設
置
す
る
が
、

室
内
階
段
の
ほ
か
、
新
た

に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
外
階

段
も
設
け
て
動
線
を
工
夫

し
、
行
き
や
す
い
構
造
に

す
る
。

問

き
ら
め
き
セ
ン
タ
ー

の
現
状
と
今
後
は
。

市
長

建
設
に
伴
う
駐
車

場
利
用
制
限
は
令
和
８
年

２
月
末
ま
で
。
空
調
設
備

の
不
具
合
に
よ
り
夏
場
の

利
用
は
難
し
い
。
ほ
か
に

も
修
繕
箇
所
が
多
数
あ
る

た
め
、
今
後
、
長
寿
命
化

の
大
規
模
改
修
が
必
要
で

あ
る
。

財部支所庁舎と中央公民館の外観イメージ

生物多様性地域戦略の
策定の進捗は

一般質問の録画

Link

環
境
に
配
慮
し
た

持
続
可
能
な
政
策

ちょっと
ひとりごと

「わたしをみて」
子どもたちの
未来のために
先生の負担軽減の

取組を

Question

Answer
市長／環境基本計画の中間見直しである

２０２６年までに策定予定
瀬
せ

戸
と

口
ぐち

恵
え

理
り

（さくら会）
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本
市
の
み
推
薦
さ
れ
な

か
っ
た
と
聞
く
が
理
由
は
。

市
長

県
知
事
を
選
ぶ
の

は
県
民
で
あ
る
と
の
考
え

か
ら
で
あ
る
。
市
長
有
志

の
市
長
懇
談
会
が
塩
田
知

事
を
推
薦
さ
れ
た
と
聞
い

て
い
る
。

国道 269号線　一部歩道が途切れている

問

桜
ヶ
丘
住
宅
建
設
の

際
に
※
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
が
予

定
通
り
の
構
想
で
進
ま
な

か
っ
た
理
由
は
。

市
長

応
募
事
業
者
が
１

者
の
み
で
競
争
性
が
な

か
っ
た
。
過
去
の
施
工
実

績
な
ど
の
参
加
資
格
を
緩

和
す
る
必
要
が
あ
る
。

※
Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
ピ
ー
エ
フ
ア
イ
。
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
イ

ニ
シ
ア
チ
ブ
の
略
）
と
は
、
公
共
事

業
を
実
施
す
る
た
め
の
手
法
の
一
つ

で
、
民
間
の
資
金
と
経
営
能
力
・
技

術
力
（
ノ
ウ
ハ
ウ
）
を
活
用
し
、
公

共
施
設
等
の
設
計
・
建
設
・
改
修
・

更
新
や
維
持
管
理
・
運
営
を
行
う
公

共
事
業
の
手
法
で
す
。

公
共
温
泉
の
管
理

問

現
在
、
財
部
温
泉
の

無
償
譲
渡
の
議
論
が
起

こ
っ
て
い
る
が
、
本
市
は

財
部
温
泉
の
個
別
計
画
は

策
定
し
て
い
る
の
か
。

財
政
課
長

財
部
温
泉
個

別
の
管
理
計
画
は
な
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。

問

財
部
温
泉
は
１
億

５
０
０
０
万
円
を
超
え
る

評
価
額
の
施
設
で
あ
り
、

無
償
譲
渡
の
検
討
も
含
め

て
管
理
計
画
の
策
定
の
必

要
性
は
大
き
い
の
で
は
な

い
か
。

市
長

無
償
譲
渡
は
相
手

が
あ
る
こ
と
な
の
で
難
し

い
が
、
基
本
的
な
方
針
に

関
し
て
は
議
会
と
も
共
有

し
た
い
。

自
治
体
広
報
の
あ
り
方

問

都
城
市
で
は
市
長
自

ら
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
移
住

政
策
の
動
画
を
ア
ッ
プ
し

て
い
る
。
本
市
で
も
市
長

や
課
長
が
直
接
情
報
発
信

で
き
な
い
か
。

市
長

情
報
発
信
が
ま
だ

ま
だ
弱
く
、
強
い
要
望
が

あ
れ
ば
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な

ど
で
頑
張
っ
て
み
た
い
。

国
道
・
県
道
の
拡
幅
と

県
と
の
関
係
強
化

問

県
道
２
号
線
は
正
ヶ

峯
か
ら
都
城
市
に
入
る
際
、

大
型
車
の
往
来
は
危
険
を

感
じ
る
ほ
ど
で
あ
り
、
都

城
市
に
入
る
と
急
に
整
備

状
況
が
良
く
な
っ
て
い
る
。

同
様
に
、
国
道
２
６
９
号

線
も
都
城
市
に
入
る
と
歩

道
・
路
面
状
況
共
に
良
く

な
っ
て
い
る
。
県
に
陳
情

を
行
っ
て
い
る
の
か
。

土
木
課
長

県
道
２
号
線

は
基
幹
道
路
で
あ
り
、
大

型
車
の
往
来
も
多
く
、
同

様
の
問
題
意
識
か
ら
県
に

要
望
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

問

塩
田
知
事
の
選
挙
の

際
、
鹿
児
島
県
市
長
会
で

まちづくり会社の立上げを

一般質問の録画

LinkQuestion

Answer
市長／市営住宅事業は特別目的会社を

予定している

曽
於
市
の
公
民
連
携

ちょっと
ひとりごと

県との円滑な
関係性を
持てるように

山
やま

中
なか

雅
まさ

人
と

（さくら会）
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問

伐
採
の
届
出
件
数
は
。

市
長

昨
年
度
は
８
５
４

件
の
届
出
が
あ
っ
た
。

問

伐
採
完
了
の
報
告
件

数
は
。

市
長

２
５
９
件
、
伐
採

後
の
造
林
報
告
は
36
件
と

な
っ
て
い
る
。

問

伐
採
作
業
に
よ
る
土

砂
流
出
等
の
苦
情
は
、
昨

年
ど
れ
だ
け
あ
っ
た
か
。

市
長

土
砂
流
出
に
よ
る

件
数
が
６
件
、
道
路
等
の

破
損
が
４
件
あ
っ
た
。

問

森
林
法
に
よ
り
報
告

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

が
、
伐
採
後
の
報
告
・
再

造
林
の
報
告
が
非
常
に
少

な
い
。
伐
採
に
よ
る
被
害

を
な
く
す
よ
う
に
指
導
を

徹
底
し
、
適
正
な
森
林
保

全
に
努
め
る
よ
う
に
要
望

す
る
。

耕
地
林
務
課
長

令
和
４

年
度
の
報
告
書
の
未
提
出

が
７
９
９
件
、
令
和
５
年

度
が
５
９
５
件
あ
る
。
適

正
な
伐
採
と
報
告
を
す
る

よ
う
に
指
導
し
て
い
く
。

小
中
学
校
規
模
適
正
化

問

市
内
の
小
学
校
の
規

模
は
。

教
育
長

資
料
２
の
と
お

り
で
あ
る
。
特
徴
と
し
て

半
数
以
上
の
小
学
校
が
２

学
級
、
３
学
級
の
規
模
で

あ
り
、
教
育
活
動
や
職
員

配
置
等
で
厳
し
い
状
況
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

資料１

※文部科学省の基準による分類は、
　特別支援学級を含めて以下のとおり。
　大規模校・・・・ 25 ～ 30 学級
　適正規模校・・・ 12 ～ 24 学級
　小規模校・・・・ 6 ～ 11 学級
　過小規模校・・・ 1 ～ 5 学級

資料２ 令和 6 年 5 月 1 日時点

分類 小学校 中学校
数 ( 校 ) 学校名 数 ( 校 ) 学校名

適正規模校 3 末吉小、岩川小、財部小 1 末吉中
小規模校 3 諏訪小、深川小、柳迫小 2 大隅中、財部中

過小規模校 11

檍小、岩北小、岩南小、
光神小、菅牟田小、笠木小、
大隅北小、恒吉小、月野小、
財部南小、中谷小

0 -

計 17 3
※特別支援学級を含む。小学校の適正規模校は、特別支援学級を除くと末吉小学校のみと
なる。

問

小
中
学
校
の
統
廃
合

に
つ
い
て
の
見
解
は
。

教
育
長

基
本
的
な
考
え

方
と
し
て
は
、
地
元
住
民

の
合
意
が
な
い
ま
ま
一
方

的
な
行
政
主
導
に
よ
る
統

廃
合
は
行
わ
な
い
。
小
規

模
校
同
士
の
統
合
は
せ
ず
、

末
吉
・
大
隅
・
財
部
小
学

校
の
３
校
に
統
合
す
る
こ

と
を
基
本
方
針
と
考
え
て

い
る
。

大隅町の拠点となる岩川小学校

小中学校の統廃合に
ついての見解は

一般質問の録画

Link

伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林

ちょっと
ひとりごと

適正な
山の伐採・
再造林を
進めよう。

Question

Answer

教育長／小規模校同士の統合はしない 岩
いわ

水
みず

豊
ゆたか

（新生会）
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◆調査地及び調査事項
（1）北海道札幌市…市民農園制度を活用している先進自治体の視察
（2）北海道余市郡余市町…６次産業の推進に取り組む先進自治体の視察
◆調査期間　令和６年７月３日（水）～５日（金）　３日間
◆調査内容

（1）北海道札幌市
今回視察をした「サッポロさとらんど」は、人と農業をテーマに、魅力的な緑地空間を提供し、市

民文化の向上及び農業の振興に資することを目的とした施設で、平成７年７月に開設されています。
総敷地面積は 74.3ha で、そのうち 57ha の敷地を指定管理者が管理・運営しています。

農業に対する知識や理解を深め、緑豊かな憩いの場を提供する施設として親しまれておりますが、
開園から 29 年が経過し、入園者数は平成 27 年度の約 72 万人をピークに減少傾向にあり、施設・設
備の老朽化対策や敷地・施設の有効活用、魅力的なイベントの開催など、ソフトとハード両面の見直
しが急務と説明がありました。

そのような中で、同施設内の市民農園は、１区画 50㎡で 196 区画あり、利用率は 100％であります。
農園の利用は毎年抽選で決めるということでしたが、直近の応募倍率は２倍程度あり、倍率は下がっ
てきているものの、札幌市民から一定のニーズがあることが伺えます。

このほか、札幌市内では令和４年度実績で 23 の市民農
園があり、平均利用率は 76％と説明がありました。札幌
市としては、遊休農地の活用の面から一定の効果を見込
んでおられました。

本市においても、「農業普及・啓発事業として、国の補
助等やＰＦＩを活用し、土とふれあう市民農園制度につ
いて考えてみてはどうか」「市民農園制度は都城盆地を対
象とした交流人口増対策の一つになるのではないか」と
いった意見がありました。

（2）北海道余市郡余市町
余市町は、道内でも有数のフルーツの産地となっていますが、昭和 40 年代に果物価格の下落があり、

この対策として加工品の製造や、地域に適した品種を見出すなど努力を重ねた結果、今ではワイン用
ブドウの一大産地としても注目を集めております。

町としては、構造改革特区法に基づく「北のフルーツワイン王国よいちワイン特区」の認定を受けた
結果、酒税法上の優遇措置が受けられるようになり、平成 22 年には２件しかなかった醸造免許取得者が、
令和５年には 21 件に増加し、現在では 19 件のワイナリーがワインの生産に取り組んでいます。

町独自の農家・生産者支援として、「６次産業化体制整備支援」、「Web サイト整備支援」を行うほか、
「原材料生産力強化事業」として、海外市場を見据えたワイン生産のため、国際的に人気の高いブド
ウ品種への新植・改植には補助金額を増額して支給するなどの取組を行っています。

また、高品質なワイン製造のため、町で成分分析機を購入したり、ブランド力向上のためのプロモー
ションを積極的に行っていました。

ワインの生産に携わりたい援農ボランティアが積極的に
集まることや、ワイン生産を観光資源としてツーリズムを
展開している点など、交流人口の拡大のため、本市におい
ても研究する価値があると感じました。

また、生産者と行政が協力して６次産業・稼げる農業を推
進していく協力・支援体制が重要であるなど、本市の農業振
興に関しても参考にすべき点がありました。

産業建設常任委員会閉会中所管事務調査報告

サッポロさとらんど内の収穫体験場

余市町役場での研修

2121 ☆政治家本人が参列する場合を除き、葬式の香典等を出すことは禁止されています。（公職選挙法より）



◆調査地及び調査事項
（1）茨城県境町…自動運転バスの取組
（2）埼玉県秩父市…スマートモビリティによるエコタウン創造事業
◆調査期間　令和６年７月17日（水）～19日（金）　３日間
◆調査内容

（1）茨城県境町
境町は、近年では特に若い世代の移住促進に力を入れており、全国に先駆けて小中学校での先

進英語教育の実施や北関東初の PFI 住宅建設など数多くのプロジェクトを先進的に打ち出してい
ます。特に、ふるさと納税に関する施策では、リサーチに基づき、主商品となる干し芋の商品開
発と生産拠点の建設に乗り出し、その利益によって建設コストを即座に償却、2022 年度のふるさ
と納税額は、関東地方で１位の 59 億 5,300 万円となり、財政面においても驚異的にＶ字回復する
など、自ら稼ぐ仕組みを実践している町として全国から注目が集まっています。今回は、2011 年
から開始している自治体初の自動運転バス事業の取組を中心に事務調査を実施しました。

事業開始の背景としては、鉄道駅が町内にないことから過疎化が進み、交通事業者の事業の継
続性や高齢者等の交通弱者への対策が議論される中、先進的なデジタル技術による持続可能なま
ちを目指し、町長の早い行動力に加え「行政」と「民間」の垣根を超えた信頼関係の構築により、
全国に先駆けて公道での定時・定路線の自動運転バスの運行が実現したとの説明でした。

運営コストは、ふるさと納税と国の補助金を原資とし、自治体か
らの持ち出しはゼロ、また、乗車料金は無料で、現在は市街地を２
路線で運行しています。

このデジタル技術を導入したことにより、運行開始から１年半で総
額８億 5,000 万円の経済効果と雇用の創出、境町への集客や知名度向上
に大きな成果が生み出されています。また、このデジタル技術を町に浸
透させるための様々な取組により、町民もバス停敷地の提供や路上駐車
の減少など、事業の導入には理解を示し、運行管理業者や地域商社であ
るまちづくり公社も含めた官民連携の体制が確立されていました。

（2）埼玉県秩父市
秩父市は、山間部における交通・物流の不便な地域が多く点在し、物資輸送の新たな手法の構築や、

買い物、通院も含めた地域支援策として、デジタル技術を活用する取組を先進的に展開されていま
す。今回は、隣接する横瀬町と広域的に取り組んでいる災害時のドローン配送、AI デマンド交通、
観光 MaaS（マース（Mobility as a Service）は、鉄道やバスなどの公共交通機関とレンタカー等の
移動サービスを組み合わせて、検索・予約・決済等を一括で行えるサービスを指し、観光 MaaS は
主に観光客を対象に、観光地までの移動と各観光施設間の往来に必要な移動手段を一括で提供する
MaaS の形態のひとつ。）の各種サービスによるエコタウン創造事業を中心に調査しました。

この事業は、両自治体で実装中のサービスを拡充することにより、開発に伴うコスト軽減や効率化、採
算性を高める取組であるとともに、収集したモビリティ位置情報などを集積したデータ連携基盤システム
を構築し分析することで、災害時や地域交通施策、観光施策などに活用していくことを目指しています。

このほかにも、秩父市の全国に先駆けたドローン輸送や遠隔医療、共
同配送サービス等に関する取組は、自治体や多くの企業、大学等の研究機
関等で連携した協議会を中心とする事業体制により、人と物の移動の困難
さに着目した中山間地域全体の「物流・交通ネットワーク」の構築に向け
て、国の支援の下、実装に向けて積極的に事業を展開されていました。

今後、これらの先端技術の導入が、地域課題を抱える全国の自
治体の課題解決策のモデルとして、大いに展開されていく可能性
を確認しました。

総務常任委員会閉会中所管事務調査報告

実際に運行されている自動運転バス

秩父市役所での研修
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令和６年度市町村政研修会に参加

■令和６年８月１日（木）　13：30 ～

■講演①：「震災時の対応・危機管理について」
　講師：関西大学特別任命教授　社会安全研究センター長　河

かわ

田
た

惠
よし

昭
あき

 氏

■講演②：「地域経済とレジリエンス～持続可能で幸せな鹿児島へ！～」
　講師：大学院大学至善館教授　幸せ経済社会研究所所長 枝

えだ

廣
ひろ

淳
じゅん

子
こ

 氏

震災時の対応や危機管理の基本、効果的な危機管理について、阪神・淡路大震災や東日本大震災、熊本地震、
能登半島地震等の事例をもとに学び、今後直面する可能性のある南海トラフ巨大地震時の課題や対応について
考えを深めました。

地域経済とレジリエンスについては、持続可能な未来に向けて、新しい経済や社会の在り方、幸福度、レジ
リエンス（しなやかな強さ）を高めるための考え方や事例について学びました。

議員研修
鹿児島県市長会、鹿児島県市議会議長会、鹿児島県町村会、鹿児
島県町村議会議長会、（公財）鹿児島県市町村振興協会が主催する

「市町村政研修会」に出席しました。

ＳＫＬＶ（南九州畜産獣医学拠点）を視察研修

■令和６年 10 月 10 日（木）
　北海道空知郡南幌町議会の議員６名及び議会事務局職員１名が、企業版
ふるさと納税に関する視察研修のため、ＳＫＬＶ（南九州畜産獣医学拠点）
を訪れました。

北海道空知郡南
な ん

幌
ぽ ろ

町
ちょう

議会の視察研修

台湾屏東県里港郷との交流促進

■令和６年 10 月 17 日（木）

台
た い

湾
わ ん

屏
へ い

東
と う

県
け ん

里
り

港
こ う

郷
きょう

訪問団来市

曽於市と台湾の屏東県里港郷は、令和５年５月に国際交流
促進覚書を締結しています。

歓迎レセプション
写真右/林

りん
綿
めん
顯
けん
郷民代表会主席（議長）

写真左 /迫
さこ
杉
すぎ
雄
お
議長 「なんこ」大会

　里港郷の郷長をはじめとする訪問団の方々が曽於市を訪れ、交流
を深めました。
　お互いの社会・産業・教育・文化などの実情や相互理解を深める
ため、昨年度より訪問調査が始まっており、今回、里港郷の訪問団
を歓迎し、さらに交流が発展しました。

　鹿児島伝統の遊びである「なんこ」を
行い、親睦を深めました。
　「なんこ」は対戦者２人が向かい合い、
10㎝程の木の棒（なんこ棒）を３本後ろ
手に持って座り、片手に１本～３本持っ
て互いに前に出し、２人の合計を当てあ
うゲームです。
　里港郷と曽於市それぞれの代表者が勝
負し、白熱した試合を繰り広げました。

2323 ☆政治家が運動会やスポーツ大会に差し入れをすることは禁止されています。（公職選挙法より）
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曽
於
市
の
誇
る
青
柚
子

の
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。

曽
於
市
は
九
州
一
の
柚
子
生

産
量
を
誇
る
柚
子
の
ま
ち
で

す
。柚
子
は
９
月
に
青
柚
子
、

10
月
〜
11
月
に
か
け
て
黄
柚

子
が
出
荷
さ
れ
ま
す
。
今
回

出
荷
さ
れ
る
青
柚
子
は
主
に

柚
子
胡
椒
と
な
っ
て
私
た
ち

の
食
卓
に
上
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
寒
く
な
る
と
、

お
鍋
の
お
供
と
し
て
柚
子

胡
椒
は
と
て
も
合
い
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
な
ど
で
見
か
け
た

ら
是
非
手
に
取
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

（
山
中
）

表
紙
に
よ
せ
て

私
た
ち
が
作
っ
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を

　
　
　
　
　
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

発
行
責
任
者　
　

議　
　
長

迫　
　

杉

雄

下
段
左
か
ら

矢
上
委
員
長
・
瀬
戸
口
副
委
員
長

上
段
左
か
ら

出
水
委
員
・
片
田
委
員
・

鈴
木
委
員
・
山
中
委
員

財部町の荒
あら
場
ば
正
まさ
人
と
さんが目指すのは「近所の頼れるにーちゃ

ん」…その名も「ザ・繋ぐ工房」。誰しもが年齢を重ねても住
み慣れた地域でいつまでも暮らせるようにと、さまざまな困り
ごとの解決のために日々奮闘されています。
介護福祉士やケアマネージャーの経験から、高齢者がだんだ

んと「今まで自分でできていたのに」や「こんな時に誰かがそ
ばにいてくれたら」と困る場面が増えることを目の当たりにし、
介護保険適応にならない部分にも手を差し伸べられたらと一念
発起されました。
遠方の家族からの実家を片づけたいという要望や、施設か

ら一時帰宅される方のサポート、ひとりでは不安な外出の付き
添いなど、内容は多岐に渡ります。ときには、荒場さんが「年
上女性とのデート」と称するコンサート同行の要望も。明るく
ユーモアあふれ、心のこもったサポートに、リピーターが絶え
ません。離れて暮らすご家族との橋渡しの役割を担い、いつま
でも繋がっていられるようにという想いは「ザ・繋ぐ工房」の
屋号にも表れています。

（瀬戸口）

夢
チャレンジ

関
東
大
震
災
か
ら
１
０
０

年
、
今
年
１
月
に
能
登
半
島

地
震
、
８
月
に
は
日
向
灘
で

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
．
１
の

大
地
震
が
起
き
、
こ
の
夏
に

は
各
地
で
豪
雨
災
害
、
能
登

半
島
は
地
震
復
旧
が
ま
ま
な

ら
な
い
と
こ
ろ
に
追
い
打
ち

で
し
た
。

さ
ら
に
、
猛
暑
続
き
で
、

９
月
が
終
わ
っ
て
も
夏
日
を

記
録
す
る
日
々
。
ま
た
、
生

活
に
密
接
な
物
価
高
騰
と
将

来
の
生
活
に
大
き
な
不
安
を

抱
い
た
方
が
少
な
か
ら
ず
と

も
い
た
で
し
ょ
う
。

議
会
は
、
９
月
議
会
の
会

期
中
に
令
和
５
年
度
決
算
審

査
特
別
委
員
会
を
各
分
科
会

で
開
催
し
、
決
算
の
精
査
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
審
査
後
、
議
会
と
し

て
、
令
和
７
年
度
予
算
が
市

民
の
安
心
安
全
な
暮
ら
し
と

な
る
提
案
を
引
き
続
き
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

（
片
田
）

編
集
後
記

青柚子はお肉との相性バッチリ

12 月６日 …………… 開　　会
12 月 10日～ 12日
……………………… 一般質問
12 月 20日 ………… 閉　　会

第 4回　定例会予定

ぜひ傍聴にお越しください！

ザ・繋ぐ工房（高齢者とご家族の支援）
　　　　　　　　　荒場　正人
電話番号：080-1280-3472
WEB：thetsunagu.com

趣味は音楽。南部九州新民謡の会の仲間と、
曽於市オリジナル民謡「そおはら節」を作
る活動も行う
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